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6
月
28
日
、
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
練
馬
支
部
も
加
わ
る
3

・
13
重
税
反
対
ね
り
ま
実
行
委
員

会
の
呼
び
か
け
で
「
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
反
対
！
6
・
28
ね
り
ま
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
1
2
0
人
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岡
澤
利
昭
税
理
士
が
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
は
止
め
ら
れ
る
!?
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
演
。
岡
澤
さ

ん
は
、
こ
の
制
度
が
民
間
同
士
を

せ
め
ぎ
合
わ
せ
免
税
業
者
を
淘
汰

す
る
も
の
。
親
会
社
、
下
請
の
い

ず
れ
に
も
困
難
を
も
た
ら
す
も
の

で
、両
者
が
反
対
で
一
致
で
き
る
。

日
商
等
の
業
界
団
体
の
「
凍
結
」

と
い
う
意
見
や
日
本
税
理
士
連
合

会
の
経
過
措
置
延
長
等
の
「
妥
協

案
」
な
ど
の
動
き
を
見
る
と
、
運

動
を
強
め
れ
ば
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
中
止
は
可
能
で
あ
る
、
な
ど
と

話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
岡
澤
さ
ん
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
。
イ
ン
ボ
イ
ス
に
直
面

す
る
個
人
司
会
業
、
劇
団
、
漫
画

家
、個
人
タ
ク
シ
ー
、建
設
業
者
な

ど
の
7
人
が
発
言
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
職
種
で
深
刻
な
問
題
が
起
き
る

こ
と
が
あ
ぶ
り
だ
さ
れ
ま
し
た
。

「
声
を
政
府
に
届
け
よ
う
（
総

理
宛
の
ハ
ガ
キ
）
」
「
声
を
区
民

に
届
け
よ
う
（
駅
頭
宣
伝
へ
の
参

加
）」「
練
馬
区
を
動
か
そ
う
（
陳

情
署
名
）」「
一
票
で
政
治
を
動
か

そ
う
（
参
院
選
で
の
投
票
）」の
行

動
提
起
を
参
加
者
で
確
認
し
、
最

後
に
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
ゼ
ッ
タ

イ
反
対
」
の
ボ
ー
ド
を
掲
げ
て
意

志
を
示
し
ま
し
た
。

参加者全員で反対を意思表示区立児童相談所現場での行動

【
品
川
・
ビ
ル
メ
ン
・
松
井
広

仲
記
】
7
月
7
日
、
地
元
建
設
4

組
合
（
東
京
建
設
、
南
部
建
設
、

ユ
ニ
オ
ン
、
東
京
土
建
）
共
闘
で

夏
の
賃
金
行
動
・
賃
金
調
査
「
ズ

バ
ッ
と
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
7
月
に
実
施
さ
れ
る

「
区
議
会
各
会
派
と
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
」の
資
料
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、

公
契
約
条
例
制
定
に
向
け
た
話
し

合
い
の
材
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
2
班
に
分
か
れ
て
、

区
内
公
共
工
事
現
場
（
「
第
四
日

野
小
校
舎
改
築
工
事
（
落
札
88
億

円
）
」
「
区
立
児
童
相
談
所
新
築

工
事
（
落
札
19
億
円
）
」
）
で
の

賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
合
わ
せ
て
29
件
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
30

年
賃
金
が
上
が
っ
て
い
な
い
」
と

嘆
く
50
代
の
土
工
の
方
も
お
り
ま

し
た
。
全
体
で
も
、
1
万
円
〜
1

万
6
0
0
0
円
の
回
答
が
15
件
と

半
数
以
上
と
な
り
、
公
共
工
事
現

場
で
の
低
賃
金
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
建
退
共
の
手
帳
保
持
者

は
14
人
（
48
％
）
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
カ

ー
ド
保
有
者
は
13
人
（
45
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
「
一
言
あ
り
ま

す
か
？
」
で
は
、
「
週
休
二
日
に

し
て
欲
し
い
」
「
賃
金
を
上
げ
て

欲
し
い
」と
の
声
が
多
く
の
方（
埼

玉
土
建
の
仲
間
含
む
）
か
ら
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

7
月
6

日
、
東
京
地

裁
1
0
3
号

法
廷
で
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
東
京
3

陣
第
9
回
期

日
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

裁
判
官
の
1

人
が
交
代
し

た
こ
と
も
あ

り
、
法
廷
で

は
、
弁
護
団

が
第
一
義
的

に
責
任
を
負
う
べ
き
な
の
は
製
造

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
遺

族
原
告
の
平
本
由
加
里
さ
ん
（
町

田
）
が
亡
く
な
っ
た
定
夫
さ
ん
の

被
害
の
実
態
、
こ
の
2
つ
の
意
見

陳
述
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

開
廷
に
先
立
つ
地
裁
前
集
会

で
、
冒
頭
、
若
菜
義
幸
統
一
本
部

副
本
部
長（
千
葉
土
建
副
委
員
長
）

は
「
国
と
の
和
解
は
進
ん
で
い
る

が
、
メ
ー
カ
ー
は
『
裁
判
に
負
け

れ
ば
』
と
し
か
言
わ
な
い
。
彼
ら

の
姿
勢
に
不
信
感
を
禁
じ
得
な

い
」な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

原
告
共
同
代
表
の
吉
田
重
男
さ
ん

（
村
山
大
和
）
は
気
候
の
影
響
も

あ
り
咳
込
み
な
が
ら
「
原
告
の
高

齢
化
は
進
ん
で
い
る
。
メ
ー
カ
ー

も
加
わ
っ
た
補
償
基
金
制
度
の
早

期
の
創
設
を
求
め
て
い
き
た
い
。

引
き
続
き
の
支
援
を
」
な
ど
と
訴

え
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
全
員
で
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
な
い
ま
し
た
。

7
月
6
日
、
全
建
総
連
関
東
地

協
は
虎
ノ
門
・
麻
布
台
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
Ａ
街
区（
元
請
・
清
水
建
設
）

で
緊
急
の
現
場
宣
伝
を
行
な
い
、

4
県
連
組
合
22
人
（
東
京
土
建
は

8
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
現
場
に
関
し
て
、
東
京
土

建
で
開
設
し
て
い
る
現
場
の
情
報

交
流
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
従
事
者
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
4
時

か
ら
の
約
1
時
間
の
行
動
で
、
テ

ィ
ッ
シ
ュ
や
小
ぶ
り
の
団
扇
な
ど

を
渡
し
な
が
ら
、
「
現
場
で
困
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
「
パ

ワ
ハ
ラ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
な
ど

と
声
を
か
け
ま
し
た
。
退
場
し
て

く
る
従
事
者
か
ら
は
、「
こ
こ
は

い
い
現
場
」
「
大
き
な
問
題
は
な

い
」
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

中
に
は
「
江
戸
川
支
部
の
組
合
員

で
す
」
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
っ
て
る

よ
ね
え
。
オ
レ
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
る
よ
」
と
好
意
的
に
話
し
か
け

て
く
る
従
事
者
も
い
ま
し
た
。

今
夏
は
猛
暑
が
予
想
さ
れ
、
熱

中
症
の
発
生
な
ど
も
心
配
で
す
。

東
京
土
建
は
全
建
総
連
傘
下
の
組

合
と
協
力
し
な
が
ら
、
現
場
で
の

行
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

7
月
3
日
、
新
宿

駅
南
口
で
高
校
生
、

大
学
生
を
中
心
に
活

動
す
る
フ
ラ
イ
デ
ー

・
フ
ォ
ー
・
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
（
以
下
、
Ｆ

Ｆ
Ｆ
）
の
メ
ン
バ
ー

は
、
7
月
10
日
の
参

議
院
選
挙
に
向
け
、

気
候
変
動
を
よ
り
選

挙
の
争
点
に
す
る
よ

う
に
街
頭
宣
伝
を
し

て
訴
え
ま
し
た
。（
Ｆ

Ｆ
Ｆ
に
つ
い
て
は
2

0
2
2
年
「
け
ん
せ
つ
」
新
年
号

で
掲
載
）

猛
暑
の
う
え
に
、
時
々
雨
も
パ

ラ
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、
若
者
た

ち
は
、
気
候

危
機
は
タ
イ

ム
リ
ミ
ッ
ト

が
迫
っ
て
い

る
に
も
か
か

わ
ら
ず
参
院
選
の
争
点
に
な
っ
て

い
な
い
と
、
危
機
感
を
も
っ
て
ス

ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。
高
校
生
の
メ

ン
バ
ー
は
「
昨
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
気

候
変
動
枠
組
条
約
締
結
国
会
議
、

英
・
グ
ラ
ス
ゴ
ー
）に
参
加
し
た
。

気
候
変
動
対
策
は
今
す
ぐ
と
る
必

要
が
あ
る
。
私
は
ま
だ
投
票
で
き

な
い
が
、
今
度
の
参
院
選
も
対
策

の
一
歩
に
な
る
と
思
う
。
私
は
今

日
少
し
勇
気
を
出
し
て
参
加
し

た
。
私
た
ち
を
過
激
だ
と
か
、
反

対
す
る
大
人
も
い
る
が
、
こ
こ
で

何
も
し
な
け
れ
ば
未
来
は
変
わ
ら

な
い
。
気
候
変
動
を
止
め
る
の
は

未
来
で
な
く
、
今
決
ま
る
」
な
ど

と
切
実
に
訴
え
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
の
合
間
に
、
寸
劇
も

行
な
い
ま
し
た
。「
Ｆ

Ｆ
Ｆ
党
・
気
候
キ
キ
」

「
Ｂ
ｌ
ａ
ｈ
Ｂ
ｌ
ａ

ｈ
党
・
無
策
ム
サ
ク
」

と
書
か
れ
た
タ
ス
キ

を
か
け
た
候
補
者
が
記
者
の
気
候

変
動
に
関
す
る
質
問
に
答
え
る
と

い
う
も
の
。宣
伝
行
動
の
最
後
に
、

「
気
候
正
義
」
な
ど
の
フ
レ
ー
ズ

を
英
語
で
響
か
せ
ま
し
た
。

ＦＦＦのメンバーによる気候危機
について候補者に聞くという寸劇

東京地裁前での集会

7
月
5
日
、
東
京
労
働
局
で
来

年
の
東
京
都
の
最
低
賃
金
を
審
議

す
る
東
京
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

が
開
か
れ
、
東
京
地
評
と
東
京
春

闘
共
闘
会
議
は
労
働
局
前
で
最
賃

1
5
0
0
円
へ
の
引
き
上
げ
を
求

め
て
宣
伝
行
動
を
実
施
し
ま
し

た
。白

滝
誠
地
評
副
議
長
は
「
一
昨

年
、
生
計
費
調
査
を
実
施
し
、
時

給
1
7
0
0
円
程
度
が
必
要
だ
と

判
明
し
た
。
6
月
28
日
の
中
央
最

賃
審
議
会
の
開
催
を
受
け
、
東
京

で
も
今
日
、
審
議
が
始
ま
っ
た
。

物
価
が
上
が
っ
て
い
る
一
方
、
実

質
賃
金
は
前
年
同
月
比
で
連
続
し

て
下
が
っ
て
い
る
。
物
価
高
騰
に

追
い
つ
く
最
賃
の
引
き
上
げ
が
な

け
れ
ば
、
国
民
生
活
、
日
本
経
済

は
悪
化
す
る
。
こ
の
状
況
を
踏
ま

え
、
審
議
委
員
に
は
大
幅
な
最
賃

引
き
上
げ
を
求
め
て
い
き
た
い
」

な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

宣
伝
行
動
に
参
加
し
た
仲
間
が

「
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
最
低
賃
金

1
5
0
0
円
」
と
書
か
れ
た
ボ
ー

ド
を
掲
げ
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

ア
ピ
ー
ル
す
る
な
か
、
各
組
合
の

代
表
が
ス
ピ
ー
チ
。
東
京
土
建
か

ら
は
小
坂
剛
賃
金
対
策
部
長
が

「
建
設
労
働
者
は
資
材
の
高
騰
や

不
足
か
ら
就
労
日
数
が
減
り
、
収

入
が
大
き
く
減
っ
て
い
る
。
最
賃

1
5
0
0
円
へ
の
引
き

上
げ
の
重
要
性
を
痛
感

し
て
い
る
」
な
ど
と
話

し
ま
し
た
。

審
議
会
初
傍
聴
の
御

﨑
誠
人
東
京
土
建
専
従

常
任
中
執
は
「
審
議
会

は
日
程
の
確
認
等
ば
か

り
。
議
論
は
専
門
部
会

で
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
議
論
は
公
開
す
べ

き
だ
」
と
憤
っ
て
い
ま

し
た
。

東京労働局前での宣伝行動

イ
ン
ボ
イ
ス
で
シ
ン
ポ
開
催

イ
ン
ボ
イ
ス
で
シ
ン
ポ
開
催

練馬

世
論
に
訴
え
導
入
中
止

気
候
危
機
を
争
点
に

高
校
生
、大
学
生
が
街
頭
宣
伝

企業に解決求める
東京３陣９期日で行動

最
賃
１
５
０
０
円
に

東
京
の
審
議
会
に
向
け
宣
伝

ア
ス
ベ
ス
ト

1.6万円以下過半数
公共現場でアンケート

交
流
ツ
イ
ッ
タ
ー
情
報
を
受
け

麻
布
台
で
緊
急
宣
伝

品
川


